



































































を空けず、積極的に会いに行っ る ころを見る 、登美子も晶子と同様、鉄幹に一目惚れ 近い感情を抱いたと考えられる。晶子とは恋のライバルであっ わけだが、登美子は自分が鉄幹に会う時は晶子のことも誘い出していたようである。名高い旧家の娘として育った登美子としては年上を敬う気持ちもあっ だろうが、それ以上に同じ人を慕う者同士惹きつけられるも が ったのかも れない。
登美子は鉄幹に出会ってから、より一層真剣に歌に取り組むようになり、時には鉄幹への思いを歌にすることもあっ
た。
兄ぎみとよばむも神のとがありやそのみ使のほしのまな子を（ 『関西文学』第二号、明三三・九）あたらしくひらきましたる歌の道に君が名よびて死なむとぞ思うふ（ 『明星』第七号、明三 ・一〇
鉄幹に出会い真剣に歌の道を志すようになった登美子は、鉄幹を師と慕い、短歌革新を目指していた鉄幹にどこまで
もついて行きたいと思っていた。右の二首は、鉄幹 対する敬意 念と 進むべき道 見つけた登美 の覚悟が感じられる。



























魔のわざを神のさだめと眼を閉ぢし友の片手の花あやぶみぬ（ 『みだ 髪』 、明三四・八）
などと歌い激励している。恋の勝者となっ 晶子の心の余裕もあっただろうが、登美子の才能を理解していた晶子だからこそ、女としてではなく歌人として詠んだ歌なのではないだろうか。
その後、登美子と晶子の人生ははっきり明暗が別れる。登美子は明治三四年一二月に駐七郎を結核で亡くし、自身も


















読み、時には自分より年上の人に勉強を教え こともあったという。 のような幼い頃か の取り組みが鉄幹の能力を伸ばしていったと考え れる 明治二二年から二五年にかけて、鉄幹は仲兄赤松照幢 住職であ た徳応寺で過ごしていた。そ 照幢夫妻が経営していた徳山女学校の国漢の 師をしながら 自らも歌や詩 詠んだり雑誌の編集を手掛けたりもしていた。さらには照幢が購入していたという新文学書 読み、新文学に傾倒した。特 落合直文と森鴎外の文章に感激し、この頃 新文学への傾倒が鉄幹の短歌革新の道への第一歩となったと考えられる
鉄幹が歌を詠むようになったのは、礼厳の影響が大きいと考えられる。礼厳は作歌の手本として、詩経と易と『万葉
















































〈前略〉小生の詩は、短歌にせよ、新体詩にせよ、誰を崇拝するにもあらず、誰の糟粕を甞むるものにもあらず、言はば、小生の詩は、即ち小生の詩に御坐候ふ。 〈中略〉小生は、詩を以て世に立つ者にあらず候へども、短歌にもあれ、新体詩にもあれ、世の専門詩人の諸君とは、大に反対の意見を抱き居る者 御坐候ふ。されど、最早議論の時代にあらずと心得候へば 申し述べず候ふ。
注二〇
〈後略〉
























人のなさけを、いかに断つべき。 （ 『日本』 「出頭没頭録」 、明二九・三）
明治廿七年五月、朝鮮問題のために、日清両国のこと、やゝ切迫せる折の歌に。
いたづらに、何をかいはむ。事はただ、　　　
此太刀にあり。ただ此太刀に。 （ 『二六新報』 「雄たけび（二） 」 、明二七・六）
二たび、朝鮮より帰りける時。
筆とりて、あらばあるべき おのが身を、　　　















































は変わり、自分の感情を思うままに歌にすることは何も間違ったことではないのだと、歌に対する可能性を感じた。短歌革新を目指し 己流の歌 作ろうと試みた鉄幹に晶子は共鳴し、鉄幹が主宰の『明星』に参加した。晶子が初めて鉄幹の を見た明治三〇年はまだ鉄幹と晶子は直接的な面識はなかったが、鉄幹の歌を見て心打たれた晶子は、顔も見たことない鉄幹に憧れの気持ちを抱いたと考えられる。
鉄幹に出会い、晶子の気持ちに火が付いた。知り合う前から抱いていた憧れの気持ちは最早憧れだけにとどまらず、

























といったように、自分ではない他 女性のことを考え 鉄幹に対する恨みの気持ちや嫉妬心を表現した歌もある。晶子が『堺敷島会歌集』に掲載した歌と比べる 「口」や「肩」 、 「血」などの身体的なモチーフが多く使われておりその大胆さと情熱が窺える。
鉄幹に出会った後、晶子は『明星』により多くの歌を掲載するようになった。 『関西文学』や『小天地』 『新調』 『文











第四詩歌集として『紫』を創刊した。 「丈夫調」 ・ 「虎剣調」が目立った『東西南北』の創刊から約五年の月日が流れていた。 『紫』に収められた歌を見てみると、
われ男の子意気の子名の子つるぎの子詩の子恋の子あゝもだえの子（ 『明星』第一一号、明三四・三）恋といふも未だつくさず人と我とあたらしくしぬ日 本の歌（ 『小天地』 、明三四・二）秋かぜにふさはしき名をまゐらせむ『そぞろ心の乱れ髪の君』 明星』第八号、明三三・一一）あな寒むとただ りげなく云ひさして我を見ざりし乱れ髪 君（ 『明星』第九号、 三 ・




















幹に感銘を受けた。それはまさしく短歌革新を目指していた鉄幹との魂の共鳴であり、晶子が述べている「思想の理解」なのではないだろうか。しかし、晶子が鉄幹に恋愛感情を抱いたことは紛れもない事実であり、鉄幹に出会うまで晶子にとって恋愛は想像の中の出来事だった。ほとんど とは無縁の生活を送っていた晶子は、鉄幹に出会い、いつしか歌人としてではなく一人 男性として鉄幹を思うようになった。それは晶子にと 自我の目覚めであり、それを表現するための手段として歌があったのではないかと考えられる。ま 、登美子も歌人・与謝野晶子にとって重要な存在だった。時には鉄幹を取り合う恋 ライバルと て、時には『明星』を代表する女性 として、 と登美子は同じ時間を過ごし、互いに切磋琢磨し合っていた。登美子の結婚で違 道を歩む結果になってしま たが にとって登美子は、青春の時を共に過ごした唯一無二の存在だったのである。
晶子が鉄幹に出会ってから結ばれるまで、登美子や林滝野など他の女性の問題や、裸体画掲載による『明星』の発禁





























































































































































一三・一二 によるものであり 『紫』所収の歌の引用は全て『鉄幹晶子全集２』 （与謝野寛・与謝野晶子著、勉誠出版、平一四・八）によるものである。表記は変えずそのまま引用した。
※取り上げた作品の最後には必要に応じて初出を明記し、 （）でくくった。※本稿で記載し 鉄幹 略歴は『評伝・與謝野鐵幹晶子』 （逸見久美著、八木書店、昭五〇・四）を参照した。
－55－
『みだれ髪』論
─
与謝野鉄幹と山川登美子
─
